
平成２８年度第４回恵那市男女共同参画プラン推進委員会 

平成２８年度第５回「男女のわ」ネットワーク 合同会議及び視察 次第 

 

 

日時：平成 29 年２月 22 日（水） 午後１時 00 分から 

場所：岩村振興事務所 大会議室 

視察先－㈲耕グループ くわのみ 

 

 

１．開会 

 

 

 

２．推進委員会会長あいさつ 

 

 

 

３．視察 

 ㈲耕グループ（くわのみ） 

 

 

４．視察後意見交換 

 

 

 

５．議事 

（１）主な取組の進行状況について【報告事項】 

 

 

 

（２）来年度の取り組みについて【報告事項】 

 

 

 

（３）その他 

 ・紙芝居の内容について 

 ・次回の推進委員会の開催について 

 

６．閉会 



平成２８年度第４回恵那市男女共同参画プラン推進委員会・ 

平成２８年度第５回「男女のわ」ネットワーク 合同会議及び視察 行程表 

 

日時：平成２９年２月２２日（水） 

場所：岩村振興事務所 大会議室 

                     視察先－㈲耕グループ くわのみ 

 

時間 事項 備考 

13：00 集合・出発 

（岩村振興事務所 玄関前） 

 

13：10～13：30 移動 ・公用車（６、７、15 号車） 

13：30～15：00 

  

㈲耕グループ（くわのみ） 視察

・事業所概要・取組説明（30 分） 

・質疑応答（30 分） 

・事業所内視察（30 分） 

・事業所内視察は２班に分かれて

15：00～15：20 移動  

15：20～16：00 視察について意見交換、議事審議 

（岩村振興事務所 大会議室） 

 

 

【出席者】 

 ・恵那市男女共同参画プラン推進委員会   １７名 

 ・「男女のわ」ネットワーク         １２名 

 ・事務局                  ５名 ※名簿は別紙 
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■恵那市男女共同参画プラン推進委員会

番号 氏名 性別 備考

1 坪井　弥栄子 女 会長

2 亀井　邦子 女

3 伊藤　正明 男

4 勝　富子 女

5 鈴村　栄子 女

6 吉村　綾子 女

7 堀　有希 女

8 村松　訓子 女

9 三浦　みゆき 女

10 保方　多津美 女

11 奥村　ひとみ 女

12 山田　英明 男

13 渡辺　熙之 男

14 足立　伊公子 女

15 松永　晴美 女

16 松尾　かおり 女

17 佐藤　暁彦 男 副会長

■「男女のわ」ネットワーク

番号 氏名 性別 備考

1 亀井　邦子 女 （兼）推進委員会

2 伊藤　正明 男 （兼）推進委員会

3 水野　チト子 女

4 坪井　弥栄子 女 会長、（兼）推進委員会

5 安藤　直実 女

6 奥村　ひとみ 女 （兼）推進委員会

7 高柳　淑子 女

8 林   千尋 女

9 秋山　佳寛 男

10 樋田　千浪 女

11 勝   富子 女 （兼）推進委員会

12 富田　勇典 男

■事務局

役職

市長公室 公室長

総合戦略・人口減少対策チーム 政策推進監

総合戦略・人口減少対策チーム 課長補佐

総合戦略・人口減少対策チーム 係長

総合戦略・人口減少対策チーム 主査

農事組合法人なかのほう不動滝やさいの会

城下町ホットいわむら

あけちまちづくりフォーラム

（恵那市男女共同参画プラン推進委員会・「男女のわ」ネットワーク）

出席者名簿

所属等

恵那市地域自治区会長会議

「男女のわ」ネットワーク

「男女のわ」ネットワーク

「男女のわ」ネットワーク

恵那市教育委員会

恵那市恵南商工会　女性部

恵那青年会議所

中津川人権擁護委員協議会　恵那市地区部会

恵那市社会福祉協議会

岐阜県身体障害者福祉協会　恵那支部

子育て支援ネットワークえな

恵那市国際交流協会

恵那東海理化株式会社

市民代表

所属部署 氏名

―

―

―

―

福平　栄久

纐纈　千尋

小原　朱音

所属等

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　敏博

可知　高弘

2



 

１．事業所概要・取組説明（30 分） 

 

 

 

 

 

２．質疑応答（30 分） 

 

 

 

 

 

３．事業所内視察（30 分） 

 

 

 

 

 

参考資料 

■岐阜県子育て支援エクセレント企業 認定企業事例集 

■広報えな（９/１号） 男女共同参画特集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．視察【㈲耕グループ（くわのみ）】 

４．視察後意見交換 
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子 ど も が 居 て も 働 き 続 け

る こ と が で き る 会 社 に

　 こ こ に 入 っ て く る 職 員 は 、 マ マ 友

の つ な が り 、 こ ど も 園 な ど で お 母 さ

ん 同 士 で 誘 い 合 っ て 入 っ て く る こ と

が 多 く 、 必 然 的 に 子 育 て 世 代 が 多 く

な り ま す 。 一 度 勤 め て も ら っ た 方 に

は 、 で き る だ け 長 く 働 い て も ら い た

い と 思 っ て い ま す 。 長 く 働 い て も ら

う こ と に よ っ て 、 利 用 者 と も 顔 な じ

み の 関 係 が で き ま す 。 特 に 認 知 症 の

ケ ア な ど は 、 顔 な じ み の 関 係 が と て

も 大 切 で す 。 ま た 楽 し く 、 働 き や す

い 職 場 で な い と 、 ケ ア の 現 場 で 職 員

の 笑 顔 も 出 ま せ ん 。 利 用 者 に 対 す る

影 響 も 大 き い の で 、 そ う い う 流 れ を

つ く り た い と い う こ と が あ り 、 子 ど

も が 居 て も ず っ と 働 き 続 け る こ と が

で き る 会 社 に 少 し で も し た い と い う

思 い か ら 子 育 て 支 援 策 を 充 実 し て き

ま し た 。

　 会 社 と し て ど れ だ け 多 様 な 働 き 方

が で き る 体 制 を 整 え ら れ る か ど う

か 。 子 ど も が で き た と き に 、 そ の 後

ど う い う 選 択 肢 が あ る か 、 目 に 見 え

て な い と 不 安 だ と 思 い ま す 。 選 択 肢

が い く つ か あ り 、 見 え て い れ ば 、 そ

の 後 が 動 き や す い と 思 い ま す 。 そ れ

に 対 応 で き る 体 制 を ど こ ま で 会 社 が

整 え ら れ る か が 大 事 だ と 思 い ま す 。

　 エ ク セ レ ン ト 企 業 に な っ た こ と に

よ っ て 、 さ ら に 子 育 て 世 代 が よ り 働

き や す い 会 社 に す る た め に は ど う し

た ら 良 い か 、 積 極 的 に 考 え る よ う に

な り ま し た 。

　 エ ク セ レ ン ト 企 業 は 、 顧 問 の 社 会

保 険 労 務 士 さ ん か ら の 紹 介 が き っ か

け で し た 。 エ ク セ レ ン ト 企 業 の 認 定

を 受 け る た め の 基 準 は ２９ 項 目 あ り ま

す 。 具 体 的 に 社 内 の 体 制 を 改 め て 見

直 し 、 会 社 の 現 状 を 各 項 目 に 照 ら し

合 わ せ て み た 結 果 、 あ る 程 度 の こ と

は 既 に 満 た さ れ て い ま し た 。 基 準 を

満 た す た め に 新 た に 始 め た こ と は 、

ノ ー 残 業 デ ー の 導 入 だ け で す 。 あ と

の 項 目 に つ い て は 、 該 当 す る 項 目 を

一 つ ず つ 結 び 付 け て い き ま し た 。 例

え ば 「 子 ど も 参 観 日 」 と い う 項 目 が

あ り ま す が 、 子 ど も 参 観 日 を 具 体 的

に 設 定 し て い た わ け で な い の で す

が 、 子 ど も 連 れ の 出 勤 を 認 め て い ま

す の で 、 必 然 的 に 同 じ 現 場 に 子 ど も

が 居 て 、 お 父 さ ん 、 お 母 さ ん の 仕 事

ぶ り が 見 え る わ け で す 。 そ れ が イ

コ ー ル 子 ど も 参 観 日 で ク リ ア し て い

ま す ね と い っ た 感 じ で 一 つ ず つ 結 び

付 け て い っ た 結 果 、 今 ま で や っ て き

た こ と が 、 ほ と ん ど の 項 目 で 基 準 を

満 た し て い ま し た 。

　 勤 務 体 系 は 事 業 所 ご と に 異 な り ま

す が 、 グ ル ー プ ホ ー ム で は 夜 勤 も あ

り ま す し 、 変 則 勤 務 も あ り ま す 。 ど

う し て も 夜 勤 が で き な い と い う 方 に

は 、 デ イ サ ー ビ ス へ 異 動 す る な ど 、

で き る だ け 柔 軟 に 対 応 し て い ま す 。

　 ま た 通 常 の 勤 務 は 一 日 ８ 時 間 で す

が 、 ６ 時 間 ま で 短 縮 が で き ま す 。 育

児 休 暇 か ら 復 帰 の 際 に 面 談 を し 、 ３０

分 単 位 で 短 く で き る 決 ま り を 作 り ま

し た 。 短 時 間 勤 務 は 法 的 に は 子 ど も

が ３ 歳 に な る ま で で す が 、 現 場 の 要

望 を 取 り 入 れ 、 年 度 の 途 中 に ３ 歳 に

な っ て も 、 年 度 末 ま で 短 時 間 勤 務 を

認 め る こ と と し ま し た 。 育 児 休 暇 も

希 望 に よ り 会 社 が 認 め れ ば 、 延 長 す

る こ と も で き ま す 。

　 業 務 に 支 障 が な い 限 り 、 子 育 て 中

の 方 の 働 き や す い 環 境 を 最 優 先 す る

よ う に 心 掛 け て い ま す 。

　 介 護 業 界 は 一 般 的 に 休 み を 取 り づ

ら い と 言 わ れ て い ま す が 、 週 休 ２ 日

の 他 に 月 １ 回 の 公 休 日 が あ り 、 さ ら

に 月 １ 回 は 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 す る

方 針 で や っ て い ま す 。 休 み が 多 く 、

希 望 通 り に 休 め る こ と も 特 長 の 一 つ

だ と 思 い ま す 。

　 研 修 の 機 会 を 多 く し 、 研 修 の 日 を

勤 務 日 と し て 保 証 し 、 研 修 費 用 、 旅

費 も 会 社 負 担 と し て い ま す 。 ま た 資

格 を 取 る た め の 受 験 料 の 補 助 は も ち

ろ ん 、 合 格 者 に は 報 奨 金 を 出 す な ど

し て 、 み ん な で 健 闘 を た た え る 機 会

を 持 っ て い ま す 。

　 産 休 と 育 休 を １ 年 間 取 り ま し た 。

夜 勤 が あ る 部 署 で 育 休 を 取 り ま し た

の で 、 復 帰 し た と き は 夜 勤 が あ る こ

と を 承 知 で 、 家 族 の 理 解 も 得 ら れ ま

し た の で 、 離 職 で は な く 、 産 休 を 選

び ま し た 。 ま た 育 休 は ２ 月 に 切 れ た

の で す が 、 年 度 が 変 わ ら な い と 保 育

園 に は 入 れ な い と 言 わ れ た の で 、 育

休 を 延 ば し て も ら い ま し た 。 そ の 間 、

会 社 か ら は 早 く 戻 っ て 来 い と は 言 わ

れ ず 、 融 通 を 利 か せ て い た だ き ま し

た 。 あ り が た い こ と で す し 、 恩 返 し

し た い と 思 っ て い ま す 。

　 そ れ に 子 ど も を 連 れ て 出 勤 が で き

る 職 場 は 、 他 に あ ま り な い と 思 い ま

す 。 こ ど も 園 が 終 わ る 時 間 は 決 ま っ

て い ま す の で 、 会 議 が あ る と き な ど

は 、 子 ど も を 迎 え に 行 っ て 職 場 へ 連

れ て 来 て 、 会 議 を し て い る 横 で 子 ど

も を 遊 ば せ て お く こ と も で き ま す 。

多 分 そ ん な こ と が で き る 会 社 は な い

と 思 い ま す 。

　 こ ど も 園 に 未 満 児 で 預 け る 人 は 正

規 職 員 で 戻 る 人 が 多 い の で 、 子 育 て

に 対 す る 不 安 と 仕 事 の 不 安 の 両 方 を

抱 え る こ と に な り ま す 。 ま た 仕 事 の

環 境 で 産 め な い 人 も い る の で は な い

で し ょ う か 。

　 ま ず 安 心 し て 産 め る 、 産 ま せ て も

ら え る 環 境 が あ る こ と と 、 育 て る に

も あ ま り 不 安 が な く 、 仕 事 も 楽 し く

続 け ら れ て い ま す 。
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■ 岐 阜 県 子 育 て 支 援 エ ク セ レ ン

ト 企 業

　 岐 阜 県 が 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立

支 援 に 取 り 組 む 企 業 ・ 団 体 を 「 子

育 て 支 援 企 業 」 に 登 録 し て お り 、

中 で も 一 定 の 基 準 に よ り 優 秀 な

取 り 組 み が な さ れ 、 他 の 模 範 と

な る 企 業 な ど を 「 子 育 て 支 援 エ

ク セ レ ン ト 企 業 」 に 認 定 し て い

ま す 。 昨 年 度 末 現 在 で 、 市 内 に

は ６７ の 子 育 て 支 援 企 業 が 登 録 さ

れ て お り 、 そ の う ち 耕 グ ル ー プ

１ 社 の み が 子 育 て 支 援 エ ク セ レ

ン ト 企 業 に 認 定 さ れ て い ま す 。
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　 男 女 共 同 参 画 を 進 め る 上 で 欠 か せ な い の が 「 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス 」 ＝

仕 事 と 生 活 の 調 和 で す 。 仕 事 と 生 活 の 両 立 を 探 る た め 、 現 在 、 市 内 で 唯 一

県 の 子 育 て 支 援 エ ク セ レ ン ト 企 業 に 認 定 さ れ て い る 有 限 会 社 耕 グ ル ー プ に

伺 い ま し た 。

5



 

・広報えなを活用した意識啓発 

 Ｈ29.2 号から男女共同参画の連載記事を掲載。 

【掲載予定（現時点）】 

年 発行日 基本目標 項目 テーマ 

Ｈ29 年 

2 月 1 日 意識づくり 家庭 家庭のコラム（伊藤正明：男女のわﾈｯﾄ） 

3 月 1 日 全般 制度 市政番組放送 

4 月 1 日 体制づくり 健幸 健康づくりのコラム（柘植良治：ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ協会） 

5 月 1 日 環境づくり 地域 私が防災リーダーになった理由（わけ）（コラム） 

6 月 1 日 体制づくり 職場 子育てを支援する企業の男女共同参画 

7 月 1 日      （男女共同参画プラン推進委員） 

8 月 1 日 環境づくり 地域 わたしのまちの防災訓練（コラム） 

9 月 1 日       

10 月 1 日       

11 月 1 日       

12 月 1 日 体制づくり 活動 多言語サポーター活動等（国際交流協会） 

Ｈ30 年 

1 月 1 日 意識づくり 制度 
ドメスティック・バイオレンスの防止（ＤＶ防止推進月間

向け） 

2 月 1 日 意識づくり 学校 ひびきあいの日（人権週間 12/4～12/10 の取組報告）

3 月 1 日       

発行日未定 体制づくり 家庭 家庭教育学級・子ども教室・子ども会 

発行日未定 環境づくり 地域 防災における男女共同参画（行政から） 

・市政番組を活用した意識啓発 

男女共同参画の番組を、えなっコチャンネルで３月上旬から約１ヶ月間放映。 

■放送日時：平成 29 年３月６日からの約一ヶ月間 

１日３回（7：00～、13：00～、22：00～の各 15 分間） 

■番組概要：男女共同参画について、推進委員会会長インタビュー、耕グループ

インタビュー 

■その他：今回作成した映像データーは今後の啓発に活用予定 

・オールフリーチーム編成制度の創設 

 行政課題に応じた施策又は事業の実施にあたり、所属・年齢・性別等にとらわれず、

当該施策等への関心や知識・経験を持つ職員でチームを編成し、施策等の調査・研

究・立案を行うための制度 

・家族でいっしょにみそ造り体験！（「男女のわ」ネットワーク事業）（予定） 

 家族を対象にしたみそ造りイベントを開催する。途中、男女共同参画の講話あり。 

■日時：平成 29 年２月 19 日（日）10：00～12：00 ■場所：アグリパーク恵那   

５．議事 

（１）主な取組の進行状況について【報告事項】 
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『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

次号は

２月１５日号

発行日は

２月１５日㈬です

広報えなNo.２８２
２０１７年（平成２９年）

２月１日発行

『広報えな』２月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１９．４円（税込み）です。

　典型的な会社オンリー人間だった私ですが、現役の頃から中日新
聞の「妻と夫の定年塾」という定年退職後の夫婦の生き方が書かれ
たコラムを拝読していました。退職が近くなり、自分を振り返ると、
家事はできない。「これでは、コラムのように自分が家庭の『粗大
ごみ』になってしまう」と思ったのです。この事をきっかけに「定
年塾えな（現「男女のわ」ネットワーク）」に入会。皆さんと交流
しながら、家庭内自立を目指して掃除、洗濯、簡単な食事などに取
り組み、今では孫の子守りも引き受けるようになりました。これが
団塊世代の我が家での男女共同参画です。
　私には、家庭を持つ２人の子どもがいます。共働きで子どももい
ますが、家事や子育てを夫婦で協力して行う姿に感動します。これ
ができるのは、相手を思いやる気持ち・支え合う意識があるからだ
と思います。男性も女性も子どもからお年寄りまでがこういう気持
ちや意識を持ち、お互いの違いを認め、協力し分担することができ
たら、今よりもっと幸せで住みやすい恵那市になると思います。

思いやり、支えあえたら
もっと幸せで住みやすい恵那市になると思います

Ｐｒ oｆｉｌｅ
定年退職を機に、医療・交通の利便性や、自
身の２人の子ども家族のサポートを考え、中
津川市付知町から大井町へ移住。月に１２日
ほどシルバー人材センターで勤務。民生委員
児童委員大井単位協会長、男女共同参画プラ
ン推進委員会委員。６９歳。趣味は色鉛筆画。

「男
ひ

女
と

のわ」ネットワーク※

伊藤　正明 さん
masaaki itou
※男女共同参画に関する講演会や各種イベ
ントなどを行政と共に行う市民団体

恵那

家庭レポート
vol. 1

※
今
月
か
ら
毎
月
１
日
号
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
コ
ラ
ム
、
取
り
組
み
、
制
度
な
ど
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

１５日㈬です
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１．意識づくり 

 ・広報えなを活用した意識啓発 

Ｈ29.12 号まで掲載予定。その後は検討。 

 ・紙芝居による子供・高齢者への啓発 

男女のわネットワークで紙芝居を製作。 

 ・企業への雇用関係調査による情報収集 

 

 

２．環境づくり 

 ・はたらくに関係する事業の充実 

 ・各種会議への女性の参画拡大に向けた託児利用の推進 

  ＜参考＞ 

恵那市行財政改革行動計画－改革項目：若者・女性の会議への参画の最終目標

値（H32 年度）＝全ての会議で若者・女性参画率 50％ 

 

 

３．安心して生活できる体制づくり 

 ・放課後児童対策事業の充実 

 

 

（２）来年度の取り組みについて【報告事項】 
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① 

男らしい子って、どんな子かな？ 

みんなは、どんな子やと思うかな？ 

たくましくって、強くって、正義の味方！ 

勉強も、運動も、なんでもできる子かな？ 

 

② 

男の子の色って、何色かな？ 

みんなは、どう思うかな？ 

青色かな。 

 

③ 

男の子の遊びって、何かな？ 

みんなは、どう思うかな？ 

サッカーかな。 

 

④ 

みんなは、どうかな？ 

なんでもできる子になりたい子、 

手をあげて。 

青色の好きな子、手をあげて。 

サッカー好きな子、手をあげて。 

 

女の子も、 

男らしい子になりたいって、 

言ってもいいんだよ。 

青色、好きって言っても、いいんだよ。 

サッカー好きって言っても、いいんだよ。 

 

⑤ 

女らしい子って、どんな子かな？ 

みんなは、どんな子やと思うかな？ 

かわいくって、おとなしくって、 

誰にでもやさしい子かな？ 

 

⑥ 

女の子の色って、何色かな？ 

みんなは、どう思うかな？ 

赤色かな。 

 

⑦ 

女の子の遊びって、何かな？ 

みんなは、どう思うかな？ 

ママゴトかな。 

 

 

⑧ 

みんなは、どうかな？ 

やさしい子になりたい子、手をあげて。 

赤色の好きな子、手をあげて。 

ママゴト好きな子、手をあげて。 

 

男の子も、 

女らしい子になりたいって、 

言ってもいいんだよ。 

赤色、好きって言っても、いいんだよ。 

ママゴト好きって言っても、いいんだよ。 

 

⑨ 

大きくなっったら、何になりたいかな？ 

男の子も、女の子も自分の好きなものに、

なれるんだよ。 

 

⑩ 

ケーキ屋さん。 

お花やさん。 

こども園の先生。 

 

⑪ 

サッカー選手。 

野球選手。 

電車の運転手。 

 

⑫ 

男らしい、女らしいなんて、 

関係ないんだよ。 

男の子も、女の子も、 

好きな色の服着て、 

好きな仕事できたら、いいね。 

ご飯も作れて、掃除、洗濯、 

家のこともできたら、もっと、いいね。 

それが、男女共同参画っていうことだよ。 

（紙芝居）男女共同参画って、な～に？ みんなで、考えてみよう。 
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